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G7 科学技術大臣会合コミュニケ 
（2024 年７月９日～11日 ボローニャ、フォルリ） 

我々、G7科学技術大臣は、民主主義、国際法の尊重、人権、公正及び自由の促進という我々の共通の価値
に基づき、全ての人々に利益をもたらす持続可能な未来に貢献する上で、科学、技術、イノベーション、高
等教育及び高度な訓練が果たす極めて重要な役割について議論するため、2024年７月９日から11日まで、
イタリアのボローニャ及びフォルリに集まった。

イタリアを議長国とするG7科学技術大臣会合の包括的な意図は、メンバー間のより強固な協力を促進し、
開放性が基本であり、安全保障が不可欠であり、自由と誠実さが極めて重要であるとの見解に沿って、全世
界の利益のために研究の進展を促進するとの我々の共有されたコミットメントを再確認することである。

我々は、ロシアによるウクライナに対する進行中の侵略戦争を最も強い言葉で非難し続け、ウクライナの自
由、独立、主権及び領土一体性のための闘いに対する揺るぎない支持を再確認する。ウクライナの研究・イ
ノベーションのエコシステムは、ロシアの戦争によって壊滅的な打撃を受けており、特にウクライナの研究
インフラと人的資本に影響を与えている。我々は、繁栄し、近代的で、持続可能な経済主体としてウクライ
ナを再建する上で、科学技術・イノベーションが果たす重要な役割を改めて強調する。

我々、G7 科学技術大臣は 

1. ウクライナの研究・イノベーションのエコシステムに対し、調整された具体的な支援を提供する用意が
ある。我々は、ドイツで開催された最近のウクライナ復興会議において開催された科学技術・イノベー
ションに関するハイレベルの議論を歓迎する。我々は、ウクライナの復興の文脈における科学技術・イ
ノベーションへの継続的なコミットメントを表明し、この問題をイタリアで開催される2025年ウクラ
イナ復興会議の議題の不可欠な部分として含めることへの支持を確認する。同会議に向けて、我々は、
持続可能な復興のための科学技術・イノベーションの活用に関する専門知識、ベストプラクティス及び
解決策を共有するため、G7メンバー、ウクライナ及び関連する国際的なステークホルダーの間の定期
的かつ強化された関与を、欧州連合（EU）と協力して調整するイタリアの努力を歓迎する。

2. 国際連合（国連）の2030アジェンダ及びその持続可能な開発目標（SDGｓ）、パリ協定と昆明・モン
トリオール生物多様性枠組の目標を達成する上での科学技術の役割を強調する。

3. 経済開発協力機構（OECD）科学技術政策委員会閣僚級会合で採択された「持続可能で包摂的な未来に
向けた変革的な STI政策のための大臣宣言」を歓迎する。気候変動、生物多様性の損失と汚染、新たな
疾病やパンデミックなどの世界的な危機に緊急に対処するためには、新規及び新興技術が不可欠である。
これらの技術はまた、共有された価値に基づく国際協力によって最もよく対処されるガバナンスの課題
をもたらす可能性がある。
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4. 研究者と市民との間の相互学習の取組を促進し支援することにより、科学研究プロセスへの市民社会の
関与を奨励する。そのため、我々は、研究領域及び地域を超えたパートナーシップを通じて、科学への
参加及び関与の可能性を完全に実現するための取組の価値を認識する。 

5. 科学的プロセスの質を改善し、研究と社会的ニーズとのより緊密な連携を促進し、研究におけるギャッ
プを特定し、これに対処し、科学的研究成果の社会への取り込みを促進するために、科学技術における
多様性、公平性、包摂性及びアクセス可能性を高める必要性を確認する。我々は、科学及び研究の実践
の中で上記の共有された価値を促進するG7ジェンダー平等アドバイザリー評議会の作業を引き続き評
価する。 

G7 メンバー間の議論は、以下の優先分野に焦点を当てた。 

1. 研究セキュリティ・インテグリティ、オープン・サイエンス及び科学コミュニケーション 

1.1 研究セキュリティ・インテグリティ 

我々は、国際的な協力における研究セキュリティ・インテグリティを促進することの重要性が増大して
いることを強調する。研究インテグリティは、科学的プロセス、科学的行為、及び研究結果の品質と信
頼性を確保する上で不可欠な要素である。一般的な研究インテグリティを確保するためのプロトコルと
実践に加えて、国際的な科学協力の基本であると認識されているセキュリティ、インテグリティ、開放
性の相互に強化し合う相互作用に対応することが重要である。さらに、我々は、研究及びイノベーショ
ン（R&I）において潜在的に外国からの干渉のリスクがあることについて、より大きな認識が求められ
るべきであることを強調する。この目的のため、G7 メンバーは、信頼される研究協力を促進するため
に、効果的で、均衡のとれた、適切なリスク軽減措置の我々の国内システムにおける実施及び強化にお
いて団結する。 

この文脈において、我々は、G7 を、グローバルな研究セキュリティ・インテグリティに関する共通の
価値観と原則、及びベストプラクティスを議論し、促進し、普及するための重要なフォーラムと考える。
我々は、G7 のグローバルな研究エコシステムにおけるセキュリティとインテグリティ（SIGRE）ワー
キンググループの成果を高く評価する。これには、「研究セキュリティ・インテグリティに関するG7共
通の価値観と原則」及び「安全で開かれた研究のための G7 ベストプラクティス」文書の公表と、バー
チャルアカデミーの設立が含まれる。我々は、SIGREワーキンググループの成果を前進させ、実施する
こと、及び 2024 年末までに、研究セキュリティ・インテグリティに対する我々の共通の価値観及びア
プローチを共有する G7 以外の国々にアクセスを拡大することにより、バーチャルアカデミーの国際的
展望を拡大することについての、G7 バーチャルアカデミー管理委員会の努力を歓迎する。 

SIGRE ワーキンググループへの委任が終了したことを踏まえ、我々は、G7 バーチャルアカデミー管理
委員会が、研究セキュリティ・インテグリティに関する現在の政策アプローチについて、全ての G7 メ
ンバー間の対話を継続する必要性を認識する。 
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我々は、G7バーチャルアカデミー管理委員会との緊密な協力の下、G7メンバー及びそれ以外の国々の
研究コミュニティの間でこれらのトピックに関する認識を高め、経験を交換することを目的とした、グ
ローバルな研究エコシステムのセキュリティとインテグリティに関する G7 会議のイタリア議長国によ
る開催を歓迎する。我々は、この会議が、これらの問題について、全ての G7 メンバー及びそれ以外
国々の間で継続的かつ具体的な対話を維持するための貴重なリソースとしての役割を果たし、G7 科学
技術トラックの中で繰り返される会議に発展することを希望する。 

1.2 科学研究における自由と包摂性及びオープン・サイエンス 

我々は、知のフロンティアを押し広げ、国際的な人材の流動性と循環を含む強力な人的資本を開発する
上での公共的価値を有していることに加え、イノベーションと問題解決の成果をもたらす科学研究を高
く評価し、推進している。研究者は、科学の実践において、問題を独立して定義し、理論を選択して発
展させ、経験的証拠を収集し、研究方法を採用し、新しいまたは革新的なアイデアを提案する能力を持
つべきである。社会全体が、科学の進歩とその応用の恩恵を享受できるようにすべきである。 

オープン・サイエンスは、国際的な科学コミュニティにおける新しい知識の創造を促進し、研究の効率
性と革新性を高めるとともに、収集・整理され、信頼されたデータ、ソースコード及び知識への適切な
アクセスを促進し、可能にする。オープン・サイエンスは、公平で安全な科学的協力を促進し、知的財
産、プライバシー及び個人データの保護を尊重し、多様性、公平性、包摂性及びアクセス可能性によっ
て強化される。 

我々は、公的資金による学術出版物及び科学データへのオープンで公共的なアクセスを含む、科学的知
識及び適切な研究成果の公平かつ責任ある普及を通じてオープン・サイエンスを拡大するため、G7 メ
ンバー間及び国際的な科学コミュニティ全体の協力を促進する。我々は、公的資金による研究活動にお
けるベストプラクティスとして FAIR 原則（Findable＝見つけられる、Accessible＝アクセスできる、
Interoperable＝相互運用できる、Reusable＝再利用できる）を引き続き推進する。 

我々は、FAIR な研究成果の生産性及び質を向上させ、公平性及び信頼性を確保する必要性を含め、オ
ープン・サイエンスワーキンググループの現在進行中の作業及び成果に対する継続的な支持を確認する。 

1.3 科学コミュニケーション 

科学的知識の普及を促進し、科学エコシステムと市民との対話と関係構築を強調する責任ある科学コミ
ュニケーションは、市民の信頼を高め、証拠に基づくより適切な政策の設計を可能にし、より大きなプ
ラスの社会的影響をもたらす。 

したがって、我々は、科学コミュニケーションに関する G7 ワーキンググループの進展を歓迎する。ワ
ーキンググループは、責任ある証拠に基づく科学・政策・社会の相互作用を強化するために、研究と実
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践における科学コミュニケーションの質と有効性を改善することを目的としている。我々は、現代の壮
大な課題及び喫緊の課題に取り組む上での科学的コミュニケーションの重要性及び価値を強調する。 

2. 大規模な研究インフラ 

大規模な研究インフラは、研究への投資と進歩を活用すると同時に、広範で多様なユーザーコミュニティに
サービスを提供しており、多くの場合、学際的な貢献者がいる。これらは、FAIR 原則に沿った科学的デー
タの生成、保存、共有、評価において戦略的役割を果たし、新しい知識とイノベーションのスケールアップ
と検証を可能にする。 

我々は、我々の共同の取組を前進させることができる既存の国際的な多国間研究イニシアティブを活用しつ
つ、自然科学、社会科学及び人文科学を含む共通の関心分野における大型研究インフラの協力を引き続き強
化し、G7メンバー間の新たな機会を探求する意図を有する。我々は、G7メンバーによる最先端の共同研究
インフラ・プロジェクトを通じて達成され得る、科学者及びイノベーターのための機会を特定することの重
要性を認識する。 

我々は、グローバルな研究インフラ（GRIs）に関する対話を前進させ、拡大する上で、また、GRIs を更に
強化し、更新し、結び付けるための革新的な慣行の特定及び経験の共有を通じて、国際研究インフラに関す
る高級実務者会合（GSO）に対する我々の統一された支持を表明する。 

我々は、イタリア議長国が、これらの施設の科学的、社会経済的、環境的及び地政学的影響について議論す
ることを目的とした大型研究インフラに関する G7 会議を開催し、イタリア議長国が委託した専用の報告書
によって紹介されたことを歓迎する。さらに、この会議では、大型研究インフラにおける G7 メンバー間の
新たな機会と潜在的な協力について議論することが期待される。 

科学、技術、管理レベルで新しいスキルを構築するための才能（例えば、大学院、博士課程修了後、及びキ
ャリア初期の研究者）と知識交換を促進するためのすぐれた場としての研究インフラの役割を強調する。大
型研究インフラの管理が極めて複雑であることを踏まえ、我々は、経験の蓄積及びベストプラクティスの共
有を促進するとともに、G7 の研究インフラ・マネージャー間のネットワーク形成及び関係構築を促進する
ことの価値を認識する。この観点から、我々は、G7 メンバー全体の大型研究インフラの管理者間の対話を
促進することを目的としたイニシアティブを試験的に実施することを提案する。このパイロットは、2024
年後半の大型研究インフラに関する G7 会議におけるワークショップを通じて、GSO の G7 代表との緊密な
協力と協議の下で設置され、実施される。この対話は、我々の価値観を共有する G7 以外の他の国々にも拡
大される可能性がある。このイニシアティブは、大型研究インフラの有効性、効率性、協力能力を高め、そ
れによって科学研究の進歩に貢献する可能性がある。 

我々は、特に極域、海洋及び宇宙空間における協力的な科学を促進するために研究インフラを利用すること
の重要性を認識する。これにより、すべての人の利益のために、これらの空間をより適切に管理し、保全す
るための解決策の開発が可能になるはずである。 
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3. 新規及び新興技術に関する研究、原子核分裂・フュージョンエネルギー及び宇宙 

3.1 新規及び新興技術に関する研究 

生産性を加速させ、グリーン化やデジタル化などの差し迫った社会的課題に立ち向かうためには、新規
及び新興技術の進歩を促進する必要がある。そのためには、AI、ハイパフォーマンスコンピューティン
グ、量子技術、先端材料、合成生物学などのバイオテクノロジー、ナノテクノロジー、ロボット工学な
どの関連研究分野への注力が必要である。我々は、包摂的で透明性があり、説明責任のある共同研究の
エコシステムを創出し、信頼性のある試験のためのベストプラクティス及びガイドラインを共有し、そ
のような技術及びその責任ある設計・開発のベンチマーキングを行うことの重要性を認識する。 

我々は、科学、技術及び工学における責任ある研究及び新たなイノベーションのスケールアップ、並び
に相互に合意した条件での学界から産業界及び企業への関連する自発的な技術移転を支援することが不
可欠であると考える。このようなアプローチは、画期的なアイデアや研究ソリューションが出現するだ
けでなく、実用的なアプリケーションを見つけるのにも役立ち、理論的な進歩と現実世界のソリューシ
ョンとの間のギャップを埋める。これは、これらの技術が安全、確実、倫理的、責任を持って提供する
機会を活用するために必要なスキルを備えた多様な個人によって達成することができる。 

AI、量子、その他の新興技術に関する高度な研究における協力を強化することは、より迅速な進歩、よ
り大きな効率性、社会のより良い成果、商業化機会の改善につながるはずである。AI と量子の国内戦
略は、すべての G7 メンバーが技術力を向上させ、国際協力を強化するために不可欠である。 

我々は、イタリア議長国が G7 科学技術トラック及び G7 産業・技術・デジタルトラックによる、量子
技術に関する G7 ワークショップを開催することを歓迎する。 

過去 10 年間で AI 分野は飛躍的な進歩を遂げており、今日でも重要な研究分野であり続けている。安
全、安心で信頼できる AI の継続的な進展を促進するために、基礎的な AI 研究への戦略的かつ持続的な
注目を維持し、AI が科学そのものへ与える影響を含め、G7 メンバー間のベストプラクティスの交換や
協力的な共同努力の交換によって補完する必要がある。 

AI や量子などの技術も、半導体技術の発展により可能となっている。我々は、G7 産業・技術・デジタ
ルトラックにおける G7 メンバー間の情報交換を促進し、ベストプラクティスを共有することを目的と
した半導体コンタクトグループの設立を歓迎する。 

合成生物学を含むバイオテクノロジーの進歩によって推進され、急速に発展する世界のバイオエコノミ
ーは、機会と課題の両方を提示している。データの標準化や相互運用性といった相互に関心のあるテー
マに関する協力の強化は、G7 メンバーが、共有された価値に沿ってイノベーションを加速させ、潜在
的な安全保障上のリスクを管理するために、これらの技術の潜在力を共同で活用することを助ける。 
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同様に、AI と合成生物学のような他の技術との統合により、イノベーションが加速すると期待される
が、新たな潜在的リスクも生じる。我々は、G7 メンバーに対し、研究開発・イノベーションのパイプ
ラインを通じてバイオセキュリティのリスク削減を促進するために協働することを奨励する。 

我々は、新興技術に関して国際的な人材の移動及び循環 を特に G7 メンバー間及び我々の価値を共有す
る他のパートナーとの間で促進する。我々は、特に AI における新規及び新興技術の責任ある開発及び
採用を促進する上で、高等教育及び高度な訓練の重要性を認識する。我々は、科学、技術、工学及び数
学（STEM）への関心を喚起することから、大学院、大学院及び博士課程修了後の研究者及びその他の
研修生のための訓練及び研究の機会を強化することまで、労働力開発全体を包含し、かつ、結び付ける、
これらの分野における教育ニーズの収斂を認識することができるアプローチを奨励する。これにより、
政策立案者が十分な情報に基づいた意思決定を行う能力を高め、デジタル・ディバイドや技術の不均等
な取り込みという課題に対処することが可能になる。このアプローチはまた、STEMの進歩が地球規模
の課題の解決にどのように貢献するかを示すものでもある。 

我々は、新規及び新興技術に関連する研究に関する G7 メンバー間の協力を強化するための更なる努力
を歓迎する。さらに、FAIR 原則に従った研究データの整理と管理、研究倫理評価の実践の促進、科学
研究における AI アプリケーションの安全、安心で信頼できる展開と利用に関するさらなる議論の奨励
など、科学データ管理におけるベストプラクティスの共有を提唱する。これらの協調的な努力を通じて、
我々は、技術の進歩及び責任あるイノベーションに資する協力的で前向きな環境を促進することを追求
する。 

我々は、最も差し迫った地球規模の課題に対処するのに役立つ AI アプリケーションの共同開発を促進
するための協力を奨励する。我々はまた、G7 メンバーに対し、全ての人々の利益のために、安全、安
心で信頼できる AI アプリケーションの採用を促進するために、それぞれの計算及びデータ能力を活用
することを奨励する。 

スーパーコンピューティングセンターによって支えられる AI 技術は、自然災害（地震、津波、山火事
など）やパンデミックの予測、緩和、効果的な管理など、地球規模の社会的課題への取組を支援する上
で、ますます重要な役割を果たしている。我々は、EUと米国の公益のためのAI研究同盟や欧州高性能
コンピューティング共同事業（EuroHPC JU） のような、これらの分野における志を同じくする国々の
間の国際協力を推進し、奨励する既存のイニシアティブ及び機関の価値を認識する。 

我々は、計算能力及びデータを活用することにより、全ての人々の利益となる AI ソリューションの開
発を促進するため、自発的に G7 メンバー間の協調を強化する可能性を探求するイタリアのイニシアテ
ィブを歓迎する。 

我々はまた、科学及び持続可能な開発を前進させるため、低・中所得国が AI 及び先進的なコンピュー
ティングの恩恵を利用できるようにすることの重要性を認識する。 
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3.2 原子核分裂・フュージョンエネルギー 

我々は、原子力安全、核セキュリティ及び保障措置の最高水準にコミットしており、これらの分野にお
ける更なる研究及び人材育成を推奨する。 

核分裂・フュージョンエネルギーは、これらの利用を選択する国々にとって、排出量を迅速に削減し、
エネルギー安全保障と経済発展を促進するのに役立つ一連の技術の 1 つである。 

核分裂エネルギーに関する更なる研究開発は、この技術及び他の関連する先進的又は新興の技術を進歩
させる観点からも極めて重要である。高度な原子炉、小型モジュール式原子炉、マイクロ原子炉の設計
には、資本コストの低減、安全性の向上、廃棄物管理における高いレベルの安全性の達成、信頼できる
電力を生成するための信頼できる電力の提供、ならびに高温の熱と水素の生成のためのさらなる研究が
必要である。この点に関し、我々はまた、原子力技術の平和的利用のためのアフリカにおける科学及び
研究能力の構築に関する国際原子力機関の貢献を認識する。 

我々は、「フュージョンエネルギー技術は、気候変動及びエネルギー安全保障という地球規模の課題に
対する永続的な解決策を提供する可能性を有する」ことを認識する（2024年G7プーリア首脳コミュニ
ケ）。さらに、「フュージョンエネルギー生産が成功すれば、社会的、環境的、経済的に大きな利益を
もたらす可能性があり、ゼロ・エミッションの可能性を秘めた、安全で、安定しており、事実上無限の
クリーンエネルギーの供給源となる」（2024年G7気候・エネルギー・環境大臣コミュニケ）。我々は、
フュージョンエネルギー研究や、研究開発及び高等教育のベストプラクティス並びに規制イニシアティ
ブの共有におけるG7メンバー間の協力を促進する。 

3.3 宇宙 

G7 は、宇宙空間の持続可能な利用の促進を含む宇宙分野における協力を促進する機会を提供し、この
点に関する多国間の取組を前進させるとのコミットメントにおいて団結している。 

我々は、2023 年 G7 仙台科学技術大臣コミュニケ及び 2024 年 G7 プーリア首脳コミュニケにおけるコ
ミットメントを改めて表明する。これには、宇宙空間の安全かつ持続可能な利用の促進、軌道上デブリ
の課題に対処することの重要性、及び暗く静かな夜空を保護するため、大規模な衛星コンステレーショ
ンによる天文学への影響に関する適切なフォーラムにおける継続的な議論の必要性が含まれる。 

我々は、国連宇宙空間平和利用委員会において採択された国際的なガイドラインの実施が喫緊かつ必要
であるとの共通の見解を改めて表明する。 

我々は、軌道上デブリの低減と改善に関する技術及び解決策を研究開発し、宇宙状況把握に関する世界
的な調整を改善するための更なる努力を強く奨励する。 
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4. アフリカとの研究・イノベーション協力 

我々は、知識及び技能の開発、研究の機会及び成果、イノベーション並びに先進的な技術への不公平なアク
セス及び構造的な利用能力の問題に取り組むことの重要性を認識する。この格差は国境を越え、女性、子ど
も、障がい者に不均衡な影響を与え、国際社会に影響を及ぼしている。したがって、G7 は、低・中所得国
と協力し、重要なニーズと課題に対処するための共同アプローチを可能にすることの重要性を認識している。
低・中所得国のパートナーとの研究・イノベーションにおける協力は、相互学習と、関連機関や関係者を巻
き込んだ包括的な対話の両方を目指すべきである。 

この文脈において、今年は、イタリアが立ち上げたアフリカのためのマッテイ計画を認めつつ、アフリカ大
陸に特に焦点が当てられる。我々は、科学技術における有意義な G7・アフリカ協力をどのように支援する
かについてのアフリカ連合（AU）及び国連教育科学文化機関（UNESCO）からのインプット及び洞察を歓
迎する。我々は、2025 年に採択されるアフリカのための AU 科学技術イノベーション戦略 2034 にも鑑み、
アフリカ諸国のニーズに我々の取組を合わせる意図を有する。 

G7 とアフリカ諸国の相互利益のために科学・研究分野における人材の流動性を促進するため、我々は、大
学、研究センター及び研究インフラにおける大学院、博士課程修了後及び早期キャリアの研究者に適した能
力に基づく研究者の流動性イニシアティブの確立、拡大又は継続を歓迎し、促進する。これは、アフリカの
コミュニティにおいて、高等教育の卒業生を支援する機会、一流の研究人材の維持、専門的・技術的な仕事、
経済発展を促進することに焦点を当てて行われるべきである。さらに、我々は、これらの分野におけるアフ
リカ域内の移動性を強化するための努力を歓迎する。 

G7の重要な優先事項は、AU及び UNESCOとの緊密な協力の下で達成されるべきであり、共同研究開発プ
ロジェクト、国境を越えた高等教育及び高度な訓練イニシアティブ、持続可能な共通の未来のためのより効
果的な解決策を共同で創出するためのネットワーク形成の機会を含む、ベストプラクティス及び既存の具体
的な協力イニシアティブを結び付け、共有することにより、アフリカ諸国との関係を強化することである。
これには、AU-EU イノベーション・アジェンダ、地中海地域における研究とイノベーションのためのパー
トナーシップ、グローバルヘルス欧州・開発途上国臨床試験パートナーシップ共同事業、米国・アフリカ・
パートナーシップのためのビジョン・ステートメントが含まれる。さらに、我々は、研究者のスキルを向上
させるためのアフリカの高等教育システムの質、関連性及び魅力を高めるイニシアティブを歓迎し、促進す
る。アフリカにおける研究基盤の整備を共同で強化していきたいと考えている。 

この文脈において、我々は、アフリカ諸国の高等教育機関及び研究センターとの協力を奨励し、2024 年 AU
教育年やUNESCO・キャンパス・アフリカといった高等教育及び研究の分野におけるAU及びUNESCOの
価値あるイニシアティブを支援する。さらに、我々は、アフリカにおける研究及びイノベーションの可能性
を妨げる構造的な課題に対処することを目的とするイタリアのイニシアティブ「アフリカとの研究能力構築」
を歓迎する。このイニシアティブには、アフリカの利害関係者と共同で設計され、アフリカの行政・イノベ
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ーション機関のマネージャーと役員を対象とした共同エグゼクティブ・プログラムの開発が含まれる。この
イニシアティブは、関心を有する大学及び G7 メンバー国及びその他の利害関係者に開かれている。 

我々は、イタリアが議長国を務める、アフリカ諸国との研究及び能力構築に関する G7 会議を歓迎する。既
存のパートナーシップやプログラムを強化する一方で、革新的なプロジェクトの開発を促進するために、学
界、研究センター、民間セクター間の相乗効果を促進することに重点を置く。 

5. 海洋と生物多様性 

海洋観測は、気候変動、生物多様性の損失、汚染、自然災害に対処する上でますます重要になっている。科
学と工学、さらには経済学と社会科学を結びつける科学的イノベーションは、公的統計の範囲内での自然資
本勘定の測定と環境経済会計システムの実施を支援すべきである。 

全球海洋観測システムを強化するため、我々は、研究調査船、アルゴフロート、固定式及び自律型プラット
フォーム、衛星、その他の海洋観測施設の国際的な協力及び調整に基づく利活用を含む、海洋の物理学的、
生物地球化学的、生物学的及び生態学的特性に関する包括的な全球海洋研究及び観測を維持することの重要
性を認識する。さらに、海洋-気候-生物多様性の連関性を深く理解するためには、気候変動と炭素循環、生
物多様性の損失と生態系の回復、汚染などの分野におけるデータと研究の空白域を埋めることが重要と考え
る。 

我々は、国際的なパートナーシップ及びインフラを強化し、海洋のデジタルツインの開発を進めることの重
要性を強調する。この開発により、観測データや、分析、予測、「what-if」シナリオなどの付加価値情報の
共有が可能になる。同様に、様々な将来シナリオの下で、海洋資源の持続可能な管理のための「地域的に」
調整された戦略を定義し、実施することが不可欠である。また、先住民の知恵を含む地元の及び伝統的な知
恵が認識され、考慮されるべきである。先住民の知恵は、事情を知らされた上での自由で事前の同意の原則
に従って、知恵の保有者と協議の上で適用されるべきである。 

G7 は、気候変動が北極及び南極地域に重大な影響を及ぼしていること、及びこの点において極域研究が果
たす役割がますます重要になっていることを認識する。したがって、我々は、極域研究の分野における継続
的な国際協力と、周極的な氷、海洋、気候、環境及び生物多様性の間のつながりの評価を可能にする同期観
測のための国際科学・インフラ（Antarctica InSync）を立ち上げる努力を支持する。極域観測は、北極域研
究船や南極域研究船などの国際的な観測プラットフォームを使った技術開発成果の活用、各種データの共有、
人材育成・能力開発によって強化することができる。 

深海資源の持続可能な開発への関心が高まっていることを踏まえ、我々は、深海生態系研究と海洋の一般的
な機能及び健全性と深海生態系との相互作用に関する研究の深化が緊急に必要であることを認識する。した
がって、我々は、健全で十分に機能する海洋生態系サービスに最も依存している先住民及び沿岸コミュニテ
ィのメンバーの該当するニーズ及び権利を考慮しつつ、深海生態系に関する知識や採鉱のような活動が与え
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うる影響に関する知識を向上させるため、深海研究及び観測技術の分野における国際協力を要請し、支援す
る。 

我々は、持続可能な開発のための国連海洋科学の 10年（2021-2030）及び「海洋の 10年ビジョン 2030」の
実施を支持する。この文脈において、我々は、2024 年海洋の 10 年会議の成果であるバルセロナ声明を歓迎
し、フランス及びコスタリカ両政府によりニースで開催される 2025 年国連海洋会議に期待する。さらに、
我々は、科学を政策に結び付け、知識を行動に移し、持続可能でかつ、強靭で、生産的な海洋経済を確保す
るため、「G7海洋の 10年ナビゲーション・プラン」及び「G7オーシャン・ディール」といった政策文書に
基づく具体的な G7 戦略の更なる発展を支持する。 

したがって、我々は、これらの分野における G7 メンバー間の協力を強化し、向上させることを追求する。
我々は、「G7 海洋の未来に関するイニシアティブ（FSOI: G7 Future of the Seas and Oceans Initiative）」ワ
ーキンググループの成果を称賛し、科学コミュニティに広く受け入れられている「ワン・オーシャン（One 
Ocean）」の概念を認め、同ワーキンググループの名称を「G7 海洋の未来に関するイニシアティブ （G7 
Future of the Seas and Ocean Initiative）」に変更し、科学技術の発展を反映するためのアクションエリアの
記述の改定を承認する。我々は、現行の G7 のコミットメント及び G7 FSOI ワーキンググループに沿った既
存のイニシアティブからのベストプラクティスの共有を促進する。 

我々は、パートナーシップを強化し、共通のビジョン及び協調した行動計画を策定することにより、持続的
な海洋観測における海洋研究インフラの潜在力を活用するための統合的アプローチを求める。 

我々は、海洋の生物多様性を保全、保護、及び回復し、気候変動に対する回復力を高め、気象の極端現象及
び汚染が沿岸コミュニティに及ぼす影響を緩和するための国際的な取組を紹介することを目的として、大臣
会合の後にボローニャで議長国イタリア及び欧州委員会が共同で主催し、ホライズン・ヨーロッパ・ミッシ
ョン「海洋と水の回復」が後援する、地中海及び大西洋の健全性と沿岸の強靭性に関する G7 ハイレベル会
合を歓迎する。 

我々は、アフリカとの研究及びイノベーションに特化したセッションへの招待機関としての AU 及び
UNESCO の参加及び貢献を歓迎した。さらに、我々は、欧州原子核研究機構（CERN）、欧州研究評議会及
び国連大学の洞察に感謝する。 

我々は、G7 の関与グループ、特にサイエンス 7、ユニバーシティ 7+及びユース 7 の作業、並びにリサーチ
7+によって提供された貢献を認識する。 

我々は、G7 科学技術トラックのワーキンググループの貢献に感謝する。 

我々は、ボローニャ及びフォルリの歓待に謝意を表明し、次期カナダ大統領を歓迎する。 


